
【高1高2対象保護者会】

副教科の取り組みについて

◉会の最中はミュートにしていただくようお願い致します。
◉生徒様のお名前での表示をお願い致します。



共テ・一般入試科目

文系理系の各受験科目(共通テスト)

文系 理系

英語(R+L) 200(100+100) 英語(R+L) 200(100+100)

数学ⅠA 100 数学ⅠA 100

数学ⅡBC 100 数学ⅡBC 100

国語 200 国語 200

社会① 100 理科① 100

社会② 100 理科② 100

理科基礎①② 100 社会 100

情報 100 情報 100



文系理系の各受験科目(国公立二次試験)

文系 理系

英語 英語

数学ⅠAⅡBC 数学ⅠA / ⅡB / ⅢC

国語 理科①

理科②

※1 文系二次は一部、英国社(外大、外国語学部など)での受験もあり

※2 東大京大理系：英数理国

東大京大文系：英数国社



選択科目(社会)
文理共通 英語(R 100/L 100)、数ⅠA(100)、数ⅡBC(100)、国語(200)、情報100

文系のみ 社会2科目(100×2)、理科基礎2科目(50×2)

理系のみ 理科2科目(100×2)、社会1科目(100)

文系の社会選択科目

歴史総合(日本史探求) 歴史総合(世界史探求) 地理総合(地理探求)

歴史総合(世界史) 歴史総合(日本史) 歴史総合(日本史)

地理総合(地理) 地理総合(地理) 歴史総合(世界史)

公共(倫理) 公共(倫理) 公共(倫理)

公共(政経) 公共(政経) 公共(政経)

日・世・地から1科目

日・世
地・公
から1科目

基本 日本史 or 世界史＋公共(倫理) or 公共(政経)

メイン 地理ではなく世界史日本史がメインとなるのは私大では地理不可のところがあるため



社会各科目

理系の社会選択科目 圧倒的に公共(政経)がおすすめ

理系の場合、学校での選択では多くの場合は地歴3科目の中から1つを選択することになります。
(地理になることが多いです)です。理系生徒は理系科目の負担がとてつもなく大きいです。そう
すると地歴はあまりにも負担が大きいため、効率的とは言えません。たとえ、学校での授業が
なくても最も負担が少ない公共(政経)を選ぶ方がマシです。

科目 短評

歴史総合(日本史) 狭く深く。小中での社会の知識が活かされやすい。

歴史総合(世界史) 広く浅く。暗記量は最多。高得点は狙いやすい。

地理総合(地理) 歴史に比べると暗記少。安定しやすいが高得点は狙いにくい。

公共(政経) 暗記量、読み取りなどバランスが良く負担少ない。

公共(倫理) 暗記量最小。読解要素強い。哲学者の思想などとっつきにくい内容。

暗記量：世界史＞日本史＞地理＞政経＞倫理

社会の最大の決め手は「興味」です。歴史好きであれば理系であっても歴史でOKです。
何もない場合は文理問わず、公共(政経)を強くおすすめします。



計算：物理＞化学＞生物

暗記：生物＞化学＞物理

選択科目(理科)

理系の理科選択科目

基本 化学＋物理 or 生物

基本的には化学をベースに物理か生物を選択する形で
す。多くの生徒は物理選択をすることになります。
物理が必須科目になっている大学が多いためです。

一般的に数学に強い生徒は
物理に向いていると言われます。

理系選択者は基本的に化学は必須となります。理系と決めている場合は高1の段階から化学の学
習を始めていく必要があります。英数に関しては進度の速い中高一貫校ですが、
実は理科の進度は普通です。そのため学校進度よりも先取りをしておくことが理想的です。上
述の通り化学は理科の中でも最優先科目なので出来れば高1から始めておいた方が良いでしょう。



大前提
高1高2の時は(国公立志望の場合)

理系⇒英・数・理、
文系⇒英・数・(国)に力を入れる

理想
高2の間に英数がある程度完成し、
高3からは非主要教科に注力！！

大学受験の必
勝パターンは
高3でいかに
英語の勉強時
間を少なくす
るか！！



【理系】
春 夏 秋 冬

数学

理科

英語

(国語)

春 夏 秋 冬

数学

理科

英語

国語

社会

高2

高3

東大京大志望者は
高2秋冬から国語
(古文)の学習を
始めるのが理想

数学＞理科＞＞＞英語

数学＞理科＞＞＞国語＞社会＞英語

志望校に関係なく
高3夏から国語社会
のウエイトを
増やしていく



【文系】
春 夏 秋 冬

数学

英語

国語

(社会)

春 夏 秋 冬

数学

英語

国語

社会

理科

高2

高3

東大京大志望者は
出来れば高2から
社会を始める

数学＞＞＞英語＞国語

数学＞＞＞＞国語＞英語＞社会

理科は高3夏
からでOK



高3生(理系)の実際の自習時間比較

数学

41%

理科

31%

英語

16%

国語

10%

社会

2%

自習時間配分(春～夏)

数学

理科

英語

国語

社会

数学

35%

理科

25%

英語

7%

国語

19%

社会

14%

自習時間配分(秋以降)

数学

理科

英語

国語

社会



結局
理系の場合、高2まで英数理に注力するのは
間違いないが、実際のところ高3になっても
大半の時間を数理に割くことになる(完成しない)

共通テストの比重を考えながら高2から国語や社会の学
習を少しずつでも開始しておくことがトータルで考え
た時にアドバンテージになることも。



重要な優先順位(文理学年問わず)

国語の早期対策

古文＞＞＞＞＞＞＞＞＞現代文＞＞＞漢文

古文を最優先する理由はシンプルです。知識の重要性が高いからです。
知識の重要性が高いというのは言い換えると、絶対的に暗記が必要な科目ということです。
暗記が必要な科目というのは、当然時間がかかります。そのため早期対策が必要不可欠です。

古文はコスパがイイ

現代文と比べて時間的コスパがイイのが古文です。その理由は上述の通り、知識の重要性が
高いためです。英語と同じく、単語・文法などを知らないとどうしようもない科目です。裏
を返せばある程度知識があれば、点に結び付きやすい科目なのです。そのため、現代文より
も遥かに結果が出やすいため、時間のない理系の人こそ古文を優先させ、二次に国語がある
文系の人はなおさら古文の対策を早めなければなりません。

理系の方も注目！！



学校の社会の進度は遅い

中高一貫校でも社会の単元学習が終わるのは高3の2学期

十分な演習時間が確保できない

①映像授業などで超先取りをして高3夏までに単元を一度終わらせてしまう
②塾・予備校・映像などで学校＋ちょい先取り＆都度復習で定着させる

結局、高3になっても主要科目に時間を割かなければならない生徒がほとんどです。
では、社会はいつ完成させるのでしょう？学校での演習時間はほとんど期待出来ません。
トータルのバランスを考えながら仕上げていくというのは非常に大切なことです。
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